
済生会川口総合病院 看護研究における倫理規程 第 2 版 2009.6.22 看護部長（名古屋）承認 

 

患者さんへ 

～看護研究へのご協力のお願い～ 

 

 

この度、当院では集中治療室に入院された患者様の診療情報を用いた下記の研究を、倫理委員会の承

認ならびに病院長の許可のもと、倫理指針及び法令を順守して実施致しますので、ご協力をお願い申し

上げます。 

この研究を実施することによる、患者様の新たな負担は一切ありません。また患者様の個人情報は厳

重に管理させて頂きます。 

この研究ではご協力を拒否することも自由です。もし、研究へのデータ・試料の利用を望まない場合

は、当院の連絡先までご連絡いただくか、医療スタッフへ申し出てください。その場合でも患者様へ不

利益が生じることはありません。 

 

 

1. 対象となる方 

2018年 8月 1日～2020年 3月 31日の期間に ICUに入室され、かつ頚部から中心静脈カテーテ

ルを挿入された患者様を対象とします。 

 

2. 研究名 

頚部 CVカテーテルの計画外抜去予防に向けた CVC固定用クリップの有用性の検討 

 

3. 研究実施機関 

埼玉県済生会川口総合病院 看護部 ICU  

 

4. 本研究の意義・目的・方法 

中心静脈カテーテル固定用クリップを使用することで計画外抜去の件数を減らし、患者の安全

性を高めることができます。さらにどのような患者により効果的なのかを調査することで、よ

り良い安全対策について検討していきます。 

 

5. 研究に用いる試料・情報の種類 

主なデータ項目は以下となります。 

ID、年齢、性別、意識レベル、鎮静薬の使用、疾患名、中心静脈カテーテル挿入日、抜去日、挿

入期間、安全帯の使用、ICU在室日数などです。 

 

6. 本研究の調査期間 

研究倫理審査委員会承認後～2021年 3月 31日までの予定です。 

 

 

 

問い合わせ先：済生会川口総合病院 

電話番号：048-253-1551(代表) 

代表者：関口 可那子 

 

 

済生会川口総合病院 看護部 ICU 

 


